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日本火山学会６０周年事業を契機とした現状把握と将来への取り組み

The activity of the Volcanological Society of Japan in its 60th

anniversary: the state of the art and the way to go
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　日本火山学会は，1955年12月に活動を再開して以来，ほぼ10年ごとに研究・活動の歩みと将来の展望を議

論してきた．また，1989-1990年度に，科研費総合研究「日本における火山学の基礎研究のあり方」が実施さ

れ，その成果は「火山学の基礎研究（火山特集号1990）」と「火山学の基礎研究の動向（科研費報告

書，1991）」としてまとめられ，その後の火山学の進展に多大な影響を与えている．近年，火山学の研究に

は大きな進展が見られるとともに，社会との関わりも大きく変化してきた．そこで，火山学の現状を再評価す

るとともに，基礎研究として，また，社会活動としての火山学のあるべき姿およびその実現の方策を再検討す

る事が必要とされている．日本火山学会では，2016年度に迎えた６０周年に向け，火山学とそれを取り巻く

研究分野・社会・教育現場の現状と展望に関するレビューを実施し，課題，方策を抽出した．議論は，３つの

ワーキンググループ(WG)に分かれて行った． 

　WG1は，国内外の火山学の動向を，主に学術と大型プロジェクトの観点からレビューした．特に，学術につ

いては，日本火山学会６０周年特集号「火山学の最新動向と今後の展望」として出版，公開されている．この

レビューの結果，地球科学の一分野として，分野，機関，国の境界を越えて，新しい研究分野の開拓を行うた

めのネットワーク作りが提案されている．更に，日本火山学会２０１７年秋季大会において，「沈み込み帯の

火成活動とダイナミクス～60周年特集号から探る現状と課題～」というセッションが若手研究者を中心に自発

的に提案され，マントルダイナミクスから大気圏現象までを包括する火山現象モデルの構築に向けて，第一歩

が踏み出された．議論は，本連合大会で開催されるセッション「島弧の火成活動と火山ダイナミク

ス」(S-VC44)においても，継続して進められる予定である． 

　WG2は，火山学と社会との関わりに焦点を当て，火山防災・学校教育・ジオパーク・情報発信の分野におい

て日本火山学会が行ってきた活動をまとめた．そして，火山学に関わる社会的な課題を解決していくために

は，学術的研究に主に従事する学会員と，社会的実践に主に従事する学会員の間の議論の場を持つ仕組みを作

ることが重要であると提案した．日本火山学会は，学術と社会貢献を２本柱として進める意思表示の１つとし

て，「優秀学術賞」と「普及啓発賞」の二つを新たに立て，２０１７年度より候補者募集を開始した． 

　WG3は，人材育成という視点で，火山学を学ぶ人材をとりまく現状と課題についてレビューし，火山学を学

ぶ若手研究者のキャリアパスの問題解決の方策として，官・学・民を横断するような知識・人脈交流の場が重

要であると主張した．その実践として，学生，ポスドク研究者，そして大学教員が，火山学に関わる職業につ

いての知識を広げるため，キャリアパスセミナーを開催した．その１つは，日本地球惑星科学連合2015年大

会で開催され，火山学のみならず多分野の方々に参加していただいた． 

　WG1～3で扱った全ての視点において，分野や立場の異なる人と人との交流が，問題解決と今後の発展のた

めには重要であるという結論が出された．今後も，日本火山学会および地球惑星科学連合を活用し，その機会

を広げていきたい．

 
火山学、社会、人材育成

Volcanology, Society, Education

U08-P07 日本地球惑星科学連合2018年大会

©2018. Japan Geoscience Union. All Right Reserved. - U08-P07 -



 

U08-P07 日本地球惑星科学連合2018年大会

©2018. Japan Geoscience Union. All Right Reserved. - U08-P07 -


